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苅田町青少年育成町民会議だより

|

苅田町青少年育成町民

会議では、読み間かせを

広める会「マザーグース」

(濱田順子代表)の協力で、

毎年子どもたちを楽しま

せてくれる、オアシス人

形劇を開催しています。

子どもたちは、わらべ _

うた、手遊び、絵本、人

形劇など・・・、次々出てく

る出し物に大喜びです。

『オアシス』のことばの

意味も学ぶ事ができ

ても楽しい時間を過

事ができました。

と

す
ヽ
こ

心豊かで
たくましい 青少年の育成を目指しましょう。
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平
成
２２
年
４
月
２７
日
（火
）

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

第
２２
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
、
行
橋
警
察
署

生
活
安
全

課
課
長

家
永
英
明
氏
、
苅
田
町
議
会

議
長

武
内
幸
次
郎
氏
が
ご
出
席
下

さ
い
ま
し
た
ｃ

吉
廣
町
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

昨
年
度
の
主
な
事
業
と
決
算
報
告

が
あ
り
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
な

ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
出
、
総
会
を
開
会
し

ま
し
た
。

《
重
点
目
標
》

１
．
地
域
・校
区
単
位
で
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
異
年
齢
交
流
を
促

進
し
、
各
種
体
験
活
動
や
遊
び
を
共

に
す
る
場
を
数
多
く
提
供
し
て
い

く
よ
う
努
め
る
。

２
．
少
年
犯
罪
や

「不
審
者
」
等
に
よ

る
被
害

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る

た
め
、
行
政
、
警
察
、
学
校
を
は
じ
め
、

自
治
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
い
ろ
い
ろ

な
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
非
行
防

止
活
動
及
び
啓
発
活
動

を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

４
．
青
少
年
問
題
に
関
す
る
、
広
報
、

啓
発
活
動
を

一
層
推
進
す
る
ｃ

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
青

少
年

の
健
全
育
成

を
推
進

し
て
ま

い
り
ま
す
。

し

一Ц

４
月
　
　
○
防
犯
広
報
活
動
（年
間
毎
週

一
回
）

○
理
事
会
・総
会

○
少
年
を
守
る
日
補
導
（毎
月
第
３
水
曜
日
）

５
月
　
　
○
港
ま
つ
り
花
火
大
会
会
場
警
備

６
月
　
　
○
朝
の
声
か
け
運
動

○
オ
ア
シ
ス
人
形
劇
公
演
（対
象

幼̈
・保
）

７
月
　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

○
有
害
図
書
要
望
訪
問

○
オ
ア
シ
ス
人
形
劇
公
演
（対
象

幼̈
・保
）

○
夏
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
能
号
発
行

○
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会

○
教
育
講
演
会

８
月
　
　
○
夏
休
み
特
別
補
導

○
苅
田
町
盆
踊
り
補
・導

○
室
内
競
技

９
月
　
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
強
調
月
間

○
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

○
健
全
育
成
講
演
会

１０
月
　
　
○
神
幸
祭
補
導

○
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○
先
進
地
研
修
視
察

○
オ
ア
シ
ス
等
入
選
者
表
彰

○
朝
の
声
か
け
運
動

Ｈ
月
　
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間

１２

月

１

月

２

月

３

月

○
す
こ
や
か
６３
号
発
行

〇
年
末
特
別
補
導

〇
年
始
特
別
補
導

○
ど
ん
ど
焼
き
補
導

○
家
庭
教
育
講
座

○
役
員
・委
員
講
演
会

○
春
休
み
特
別
補
導

○
す
こ
や
か
６４
号
発
行

▲部会ごとの事業計画の説明

町民会議会長
吉 廣 啓 子

22年 度
県
民
会
議

■
と
　
き

平
成
２２
年

５
月
２５
日
（火
）

■
と
こ
ろ

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

勲
計主

原
角
千

三

福
岡
県
下
よ
り

‐０４
名

の
会
員
が

参
加
し
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
平

成

二
十

二
年
度
青
少
年
団
体
表
彰

を
行

い
、
永
年

の
活
動
に
対
し
、
８

名
の
個
人
表
彰
。
４
組
の
団
体
表
彰
・

２
名
の
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
入
り
、
今
年
は
例
年

に
な
く
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、

大
幅
に
時
間
を
延
長
し
、
有
意
義
な

通
常
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
三
角
　
主
計

町民会議
副会長

2

T

款
イ

第
ν
一回

総
　
会

■
と
　
き

平
成
２２
年
４
月
２７
日
（火
）

■
と
こ
ろ

三
原
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

□曰

３
．
昨
年
度
よ
り
苅
田
町
が
取
り
組

ん
で
い
る
「苅
田
町
非
行
防
止
推
進

事
業
」

活
動
に
賛
同
し
、
積
極
的
に

参
画
し
て
い
く
。
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7月は青少年を非行から守る強調月間です。
この機会に自分・地域の子どもたちを見直しましょう。

,
|

青少年を非行から守る全国強調月間にあたり苅田町青少年育成町民会議では、

その取り組みのひとつとして、「有害環境の浄化推進」運動を行っています。

:役場玄関東側に懸垂幕を掲げ、町民の周知を図る。

み

力
な

で
守

ろ
う
子
ど
も

の
安
全

二
朝
の
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士冗販の画等図童曰図
な有害に少年圭日◇そ

の 1

の 2

平成22年 7月 2日 (金 )

三原文化会館 大ホール

元福岡県警察本部 少年課

非行防止・児童虐待防止対策担当

合屋 知津子 氏

4.演 題 『薬物乱用撲滅にむけての
地域での取り組み』について

講演内容は、健康や生命を危うくする薬物乱用

について、正しく理解し、子どもたちを守るため

には、家庭、学校、地域住民、関係団体などの連携

がよリー層重要になってくるといったことを主

なテーマとし、ご講演をいただきました。

当日大変お忙しい中、ご参加をいただいた皆様

ありがとうございました。

苅
田
中
学
校
正
門
前
で
、
朝

の
声

か
け
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
「お

7葬
ゝ讐

ｏ
〈
ム

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
生
徒
に
　
　
風
警

場 (

打́
】

●
一■
●身「

日
Ｌ

ｒ

一

■
ｕ
７
し
一

１
‐し

一
導蘭リ

激
■
．
０

つ

・
レしり

声

を
か
け
る
と
、
「お
は
よ
う
ご

ざ

い
ま
す
」
と
元
気
な
声
が
返

っ

て
来

て
、
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。
さ

す
が

「日
本

一
あ
い
さ

つ
の
良

い

Ｆ
」
学
校
に
し
よ
う
―
」
と
苅
田
中
学

校
だ

よ
り

「高
城
山

の
風
」
に
い

問 の

た。

つ
も
う
た

っ
て
い
る
だ

け

の
こ

″
し

と
は
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
二
人

つ
壼
υ動墓

０
■
●I口 lロ声力1

だ
け
無
言
の生
徒
が
いま
し
た
が、　
　
で凱理・九
一Ｍ

き

っ
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
か
親
　
　
ノ
セ
一
の

に

に
し
か
ら
れ
て
送
り
だ
さ
れ
た
　
　
）計
疹

の
か
、そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
　
　
一馳
ポ一
起
舗

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
凛』ぽ
¨
尉
Ｑ

そ
ん
な
中
学
生
達
を
毎
日
こ
　
　
闘
『
「
も
、
ち

こ
で
出
迎
え
る
先
生
達
は
、
き
っ
　
　
暴
警

で
譲

と
顔
を
見
た
だ
け
で
生
徒
の
心

一
　

疹ゝ

刈
が

身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
わ
か

一
　
胎
』

】
喀

る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。朝
　
　
峰織
・・
）
勲

早
く
か
ら
校
門
立
ち
を
し
て
下
さ
っ　
一　
寮
じ
』
“
の

て
い
る
の
だ
と
思
う
と
本
当
に
一　
獣
ピ一
０
多く

頭
が
下
が
り
ま
す
。
校
門
立
ち
の

一

【劃
藁

ば
り‥

前
に
は
ゴ
ミ
拾
い
も
さ
れ
て
い
　
　
．Ｊ
讐
響
が
．は

，
ヽ^
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ｊ

づ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子

晨

囀
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「
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、
１

「先
生
、
可
能
性
を
沢
山
秘
め

一
，・
一
・
，難

り
、

た
苅

田
町

の
宝
も

の
達
を
よ
ろ
爾
‐′
′亀

連
×
繋
″吻

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
念
じ
な
暉
Ｆ

・
■
Ｌ
率
」蘇

が
ら
、
生
徒
達
が
健
や
か
に
成
阜
鑽
炉
ヽ

一
′́
一一叩
ω

す
る
こ
と
願
う
私
で
し
た
。　
　
　
一
■
・
鬱
．
　

呼

松
枝
　
玲
子

事

　

係

の

　

子

の

ン

く

ベ

ン

に

のブ」

″

上

の

声

ち

形

歓

打

や

う

の

色

い

火

る

と

花

が

Ⅵ

れ

広

ル

さ

に

一訓
・

消

空

時

が

夜

刊

Ｋ
Ｉ

ク
」

ヽ

イ

も

だ

ラ

と

羽

・
ｏ
場

と

財

一〕
人
一
立
ｏ日　
・‐コ

割

り

た

つ

役

あ

し

あ

る

が

ま

わ

す

送

り

ヽ
匡

り

放

ま

に

た

内

始

さ

め

場

が

し

集

　

げ

美

の

　

面

水

　

場

て

と

・′
′

猪本環境部

光

ち

あ

ま

咲

各持
，つ
″力

実感

導補

に空

　

ら

な

く『夜

が

き

と

な

大

こ

し

の

る

協

を

物客

ゴ

時

回

ち

い

ま

巡

た

て

場

の

さ

会

関

施

機

実

に

し

を

方

れ

し

員

な

落

委

出

ｏ
導

に

に海

す

補

側

り

海

か

会

た

り

ら

大

私

よ

散

火

柵

が

で

ち

た

の

ど

い

の

ゴ

ミ

席

な

拾

覧

缶

て

観

き

つ

が

空

持

様

や

を

皆

ミ

袋

ま

こ

見

回見

事

う

仕

よ

の

に
，つよなち

ゴ

笏鑢身凩肋鬱夕夕轟亀量藝磁皿重l重逸1屋覺幽撫鰤覺蜻

『ダメ。選秒タィ6.』|と
時

所

師

日

場

講

１
，
，
一
う０

薬物乱用を防止するためには !!

1薬物乱用の危険性は身近にあり、自分には関係ないと
思わないこと。

1誘われても「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気をもつこと。

■一人で悩まないで友人や家族に何でも相談すること。
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期間 6/20～6/26

瞥
いただ議 した I
おめでとうございます !徹称晴)

>小波瀬コミュニティセンターで

3年生が中心の通学合宿になりましたが、最後ま

で「まるっと生活体験」をして、家族のもとへ帰って

いきました。もらい風呂体験で地域の方々の存在を

知り、ふれあうことができました。

また、大浴場では、友だちとふれあい、食事。掃除。

洗濯等日常生活の一般を協力し合って、達成するこ

とを体感したと思います。

最終日は、家族への思いが募り、足早に家路を急ぎ

ました。

● 福岡県知事賞 ●

麻生 菜月
(葛川冑成会 )

上 原 綾
(尾倉育成会 )

平成22年 3月 27日

教育センターにおいて、平成21年度青少年健全育成

ポスター入賞者の表彰

これらは、平成22年度

の絵となります。

式がありまし

ダー

tr,′

鑑」・
‐
l11‐ 1■ C

ま

せ
ぇ

′

ひとり親家庭では、親が働きながら子育てをするため、ゆつくりと子どもと接する時間

また、様々な悩みなどは、一人で抱え込まず、親類や友人の協力を得たり、地域の相談窓

□や子育てを応援・サポートしてくれるシステムなどを積極的に活用したりしましょう。

が少なくなりがちです。しかし、子を思い、より良い将来に向かつて努力する親の姿は、しつ

かりと子どもたちの心に響いているはずです。

パ
ヮ
ρ熊
紛
◎
ｏ富

子
ど
も
同
士
の
ケ
ン
カ
は
成

長
過
程
で
必
要
な
こ
と
で
す
。
以

前
、
子
ど
も
が
ケ
ン
カ
し
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
時

間
が
経

つ
と
い
つ
の
間
に
か

一

緒
に
遊
ん
で
い
る
光
景
を
目
に

し
た
も
の
で
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
、
ケ
ン
カ
し

て
泣
い
て
帰
る
と
、
父
か
ら

「相

手
も
泣
い
た
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
何

故
父
は
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た

の
か
と
今
頃
考
え
て
い
ま
す
。
多

分
「お
前
が
怒
っ
た
り
、
悔
し
か
っ

た
り
、
悲
し
か
っ
た
り
し
た
と
同

じ
よ
う
に
、
相
手
も
同
じ
気
持
ち

で
泣
い
た
の
で
あ
れ
ば
仲
直
り

で
き
る
…
心
配
い
ら
な
い
」
と
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
「泣
い
て

い
た
相
手
の
気
持
ち
も
考
え
ろ
」

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

昔
は
ケ
ン
カ
し
て
も
ほ

っ
と

け
ば
す
ぐ
仲
直
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
代

っ
子
は
ケ
ン
カ
し
て

も
仲
直
り
の
方
法
が
わ
か
ら
な

い
子
ど
も
が
多
い
よ
う
で
心
配

で
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
ど
う
し
で

遊
ぶ
こ
と
が
少
な
い
、
兄
弟
姉
妹

が
少
な
い
、自
己
主
張
（わ
が
ま
ま
）

が
過
ぎ
る
、
自
分
の
思
い
を
う
ま

く
表
現
で
き
な
い
子
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
バ

ア
～
バ

ア
～

は
思
う
の
で
す
。

ま
た
子
ど
も
の
ケ
ン
カ
に
親

が
出
る
の
は
如
何
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。
昔
は
「子
ど
も
の
ケ
ン
カ

に
す
ぐ
親
が
出
て
…
」
と
た
し
な

い
か
と
心
配
す
る
の
で
す
。

で
も
２
・
３
日
経

っ
て
も
仲
直
り

し
て
い
な
け
れ
ば
適
当
な
ア
ド

バ
イ
ス
は
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
ず

子
ど
も
の
気
持
ち
を
「う
ん
、
う
ん
」

と
聞
い
て
や
り
共
感
し
て
や
る

こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
も
考
え
さ

せ
る
こ
と
、
自
分
が
間
違

っ
て
い

た
ら
「ゴ
メ
ン
ネ
」
と
言
う
勇
気

を
出
さ
せ
る
こ
と
、
等
で
は
な
い

か
な
ぁ
～
。
所
詮
、
子
ど
も
は
失

敗
し
た
り
成
功
し
た
体
験
で
成

長
す
る
の
で
す
。
わ
が
子

一
人
だ

け
で
成
長
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
大
勢
の
子
ど
も
ど
う
し
で

た
く
さ
ん
遊
ば
せ
る
こ
と
が

一

番
大
切
だ
と
バ

ァ
～
バ

ア
～
は

思
う
の
で
す
。

「親
」
と
い
う
字
は
、
本
の
上
に

立

っ
て
高
い
と
こ
ろ
か
ら
遠
く

を
見
る
と
書
き
ま
す
。
「子
ど
も

は
宝
、
未
来
か
ら
の
預
か
り
物
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
し
っ

か
り
見
届
け
た
い
も
の
で
す
。

(No 6

な

り

は

し

な

た
も
の
で
す
。
折
角
ト
ラ
・

るブめ

良ル ら
いのれ

て
は
成
長

一

の
芽
を

つ

ぶ
す
こ
と
に

解
消
方
法
を
身
に
つ
け

機
会
に
親
が
出
て
行

っ

ヽ _
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t

アンカーに

書いた私の夢を、

つけました。

五
月
三
十
日
（日
曜
日
）
に
片
島
小
学
校
、
三
、
四
、
五
、
六
年
生
と

保
護
者
、
地
域
の
方
で
、
東
九
州
自
動
車
道
の
新
津
ト
ン
ネ
ル
建
設

現
場
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

工
事
関
係
者
よ
り
説
明
を
受
け
た
後
、
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
回
で
記
念

写
真
を
撮
り
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
見
学

は
初
め
て
で
あ
リ
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
大
き
な
機
械
な
ど
、
規
模
の
大

き
さ
に
驚
き
の
連
続
で
し
た
。　
一
人

一
人
自
分
の
夢
を
ア
ン
カ
ー
に

書
き
、
ト
ン
ネ
ル
の
壁
面
に
つ
け
ま
し
た
。

全
長
は
二
千
七
十
メ
ー
ト
ル
で
現
時
点
で
は
七

百
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
い
ま
し
た
。
完
成
ま
で
に

あ
と
二
年
ほ
ど
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ラ百
も
た
ち
を
見
守
ろ
刊側
コ上
力
』

防
犯
協
会
か
ら
表
彰
状
　
　
少
年
補
導
功
労
者

表
彰

５
月

２６
日
、
多
年
に
わ
た
り
、
模

範
と
な
る
防
犯
活
動
、
青
少
年
補
導

活
動
な
ど
健
全
育
成
活
動
に
尽
力
し

て
い
る
団
体
と
し
て
、
平
成

２２
年
度

行
橋
、
京
都
郡
地
区
防
犯
協
会
か
ら

表
彰
状
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、

６
月
１
日
に
は
、
吉
廣
町

長
を
表
敬
訪
間
し
表
彰

の
報
告
を
し

ま
し
た
ｃ

６
月
４
日
、
第

３１
回
少
年
非
行
防
止

大
会
が
福
岡
市
早
良
私
立
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
行
橋
警
察
署
少
年
補
導
員

苅
田
支
部
所
属
の
３
名
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
ｃ

い
ず
れ
も
、
地
域
に
お
い
て
非
行
少

年
の
補
導
等
に
長
く
携
わ
り
、
今
回
そ

の
功
労
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な

っ
た
も

の
で
す
ｃ

福
岡
県
内
の
少
年
非
行
の
情
勢
は
、

平
成

１５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
窃
盗
等
の
刑
法
犯
で
検
挙

・

補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

６
位
で
質
的
に
悪
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育

て
る
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
、
地
域
社
会
と

一
体
と
な

っ
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
丸
　
晴
樹

ヽ

少ないなぁとか運動不足の方、解 )肖

しますよ。夏体みに汗をかき、他の

家族ともにふれあいましょう |

みんな集まれっll

1.曰  時 平成22年 8月 1日 (日 )
受付9:30～ 開始 10:00～

2.場 所 苅田町総合体弯館 アリーナ
3.対 象 保奮園・幼稚園・

小単生の子どもたちと保護者

※町民の方どなたでも参加できます

4.もつてくるもの 運動靴
タオル

(30× 75センチぐらいのもの)

■■■■

|
A
撃=ヾ
威犠 .

l` ilF‐

子どもたちと大人のふれあい広場
“みんなで楽しく心と体を弾ませて‖"

町内の子どもたちと大人が一堂に集い、スポーツインス トラクタ
ーを招いて、楽しく運動やゲームを行います。最近親子の交流が

鶴
）
肇鋳艤
そ》

９

は

”

′

″
‥

ｌ
ｌ

ヽ

、

‐

‐

′

ヽ
　
　
　
羽
廣

正
純

氏

福
岡
県
警
察
本
部
長
・

福
岡
県
少
年
補
導
員
連
絡

協
議
会
会
長
連
名
表
彰

金
丸

晴
樹

氏

ヽビ

ヽ

２２
年
度
す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長
　
松
枝
　
玲
子

委
　
口貝
　
濱
田
　
勝
枝

ハ

「

~■
編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

８
０
９
３

・
４
３
４

・
９
８
３
８

″
″

′

荒
鬼
尾
田
金
丸
工
藤

文
子
弘
子
晴
樹
正
志

疇羹…螂螂繭ノ
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に1ずる
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行かない
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iai f66t\

大声で
けぶ

|!,こ 大きな

cr6 ,|.r{ r0z u,:b.
EA Lt n61n6

待
っ
て
る
よ
‥

ゆく1ま しけいさつしょ・ぼうはんせょうかい

昔
は
運
動
会
と
い

え
ば
秋
だ

っ
た
が
、

い
つ
頃
か
ら
か
春
も

多
く
な

っ
た
。

私

は
、
何
十
年

ぶ
り
か
孫

の
通

っ

て
い
る
小
学
校
の
運
動
会
に
行
っ
た
が
、

走

っ
た
り
、
可
愛

い
ダ
ン
ス

・
カ

ツ

コ
い
い
ダ
ン
ス
だ

つ
た
り
…

・
・
。

競
争
遊
戯

の
場
合
、
道
具
は
昔
と
同

じ
だ
が
、
内
容
が
少
し
変
わ
っ
て
い
て
、

最
後
ま
で
チ
ー
ム
皆

で
力
を
あ
わ
せ

て
競
わ
せ
た
り
、
赤
白
全
学
年
対
抗

だ

っ
た
り
と
、　
一
生
懸
命
頑
張

っ
て

い
る
姿
、
元
気

い

っ
ぱ

い
輝

い
て
い

る
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
ほ
ほ
え
ま

し
く
、
と
て
も
頼
も
し
く
思
え
た

一

日
だ

つ
た
。

尾
田
　
弘
子

ヽ
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